
 

－16－ 

＜山田学区＞ 
①まちづくりの方向性  

①-1.生活拠点の形成と交通環境の充実 

①-2.地域資源を活かした産業の支援 
 

 

地域の現状・課題に係る評価  現状課題に関連する施策の柱と方向性 

高齢化率 △ 

→ １ 生活拠点の形成 
重点 
取組み 

医療 △ 

高齢者福祉 ○ 

商業 △ 

基幹的公共交通 △ → ２ 交通環境の充実 
重点 
取組み 

地域資源の活用の可能性 大 → ３ 地域資源を活かした産業の支援 
重点 
取組み 

 
※ 【高齢化率】 「○」市街化調整区域の平均値より低い項目、「△」市街化調整区域の平均値より高い項目 
【医療･高齢者福祉･商業・基幹的公共交通】「○」徒歩圏人口カバー率の平均値を上回る項目（平均値と同じ場合を 

含む）、「△」徒歩圏人口カバー率の平均値を下回る項目、「×」徒歩圏人口カバー率が「０％」の項目 
【地域資源の活用の可能性】「大」豊富に存在し、活用の可能性が高い。「有」存在するが、活用には検討が 
  必要。 

②将来ビジョン 

②-1.生活拠点の形成 
・学区の中心に位置する区域に生活拠点を形成     

・生活拠点内への医療、商業施設等の誘致やアクセスの確保 
   

②-2.交通環境の充実 
・バス、自転車等でのアクセス利便性を高める交通拠点の形成 

・生活者のニーズに応じた基幹的・補完公共交通の充実（路線の再編等） 

・歩行者の安全性向上 
   

②-3.地域資源を活かした産業の支援 

  ・地域資源（観光、農業）を組み合わせて地域活力向上を推進します。 

 

 

   

 

  

・今後の高齢化の進展や日常生活サービス機能が不十分な現状を踏まえ、より身近なところで

様々な生活サービスが享受できる生活拠点の形成を目指します。 

・多様な交通手段によるアクセス利便性を高める交通拠点の形成や公共交通の充実を目指し

ます。 

・「SOFIX 野菜」等の農業関連資源の付加価値や社会的ニーズを考慮し、実現性の高い地域振
興策を検討します。※「SOFIX 野菜」とは、立命館大学で開発された「SOFIX（土壌肥沃度指標）」による土壌

診断に基づき、良質な有機物で最適な環境に整えられた土壌で栽培された野菜のことです。 

 

＜観光＞ 
  

【場所】 

・草津川跡地公園（ai 彩ひろば）等 

  

 

・バイオガスプラントによる環境配慮型、資源循環
型の農業の推進 

・ブランドの創造 
・高付加価値野菜を使ったフードツーリズム 

 

 

＜農水産業＞ 
【SOFIX】 

・高付加価値野菜 ・生産性向上 
【バイオガスプラント】 

・高品質液肥を生成 
・バイオガスをハウス栽培の熱源 
として利用 

【ハウス団地】 
・愛彩菜、ネギ、こまつな、 
ほうれん草等の軟弱野菜 

・草津メロン栽培 等 

 

・農業･水産業の活性化 
・地域振興 

 

事業化に向けての検討 

 

※事業化に向けての検討内容は、将来的に普及、拡大されることを期待したものです。地域の中で、今後議論の対象となる 

可能性のあるものを記載しています。 

 



 

－17－ 

＜老上西学区＞ 
①まちづくりの方向性  

①-1.生活拠点の形成と交通環境の充実 

①-2.地域資源を活かした産業の支援 
 

 

 

地域の現状・課題に係る評価 
 

 

現状課題に関連する施策の柱と方向性 

高齢化率 △ 

→ １ 生活拠点の形成  
医療 ○ 

高齢者福祉 ○ 

商業 ○ 

基幹的公共交通 ○ → ２ 交通環境の充実 要検討 

地域資源の活用の可能性 大 → ３ 地域資源を活かした産業の支援 
重点 
取組み 

 
※ 【高齢化率】 「○」市街化調整区域の平均値より低い項目、「△」市街化調整区域の平均値より高い項目 
【医療･高齢者福祉･商業・基幹的公共交通】「○」徒歩圏人口カバー率の平均値を上回る項目（平均値と同じ場合を 

含む）、「△」徒歩圏人口カバー率の平均値を下回る項目、「×」徒歩圏人口カバー率が「０％」の項目 
【地域資源の活用の可能性】「大」豊富に存在し、活用の可能性が高い。「有」存在するが、活用には検討が 
  必要。 

 

②将来ビジョン 

②-1.生活拠点の形成 

・老上西小学校や老上西まちづくりセンター周辺の生活拠点としての機能向上      
   

②-2.交通環境の充実 

・歩行者・自転車交通の安全性向上 
   

②-3.地域資源を活かした産業の支援 

   ・地域資源（観光、農業）を組み合わせて地域活力向上を推進します。 

 

   

  

・既存の生活拠点を中心とした 50 戸連たん制度の厳守等により市街地の拡散を抑制するこ

とで、利便性の高い生活環境を維持していくものとします。 

・歴史資源や体験工房等の地域資源の関連性や社会的ニーズ等を考慮し、実現性の高い地域振

興策を検討します。 

＜観光＞ 
【場所】 
・矢橋帰帆島公園 等 

【歴史資源】 
・矢橋港跡 
・鞭﨑八幡宮 ・石津寺 等 

【体験工房】 
・銀峰工房 等 
  

  

 

  

  

 

・イベントを活かした地域の食材、特産品の販売 

・公園でのオリエンテーリングやヨガ、ウォーキング等 

・健康イベントと健康に関する講習会をセットにしたヘルスツーリズム 

・歴史資源にストーリー性を加えた魅力発信 

 ＜農水産業＞ 

 【特産品】 

  ・草津ブランド認証品 

草津メロン 

草津ホンモロコ 

草津あおばなと関連商品 等 

 ・農業･水産業の活性化 

・地域振興 

 

事業化に向けての検討 

 

※事業化に向けての検討内容は、将来的に普及、拡大されることを期待したものです。地域の中で、今後議論の対象となる 

可能性のあるものを記載しています。 

 



 

－18－ 

＜老上学区＞ 
①まちづくりの方向性  

①-1.生活拠点の形成と交通環境の充実 

①-2.地域資源を活かした産業の支援 
 

 

 

地域の現状・課題に係る評価 
 

 

現状課題に関連する施策の柱と方向性 

高齢化率 ○ 

→ １ 生活拠点の形成  
医療 △ 

高齢者福祉 ○ 

商業 ○ 

基幹的公共交通 △ → ２ 交通環境の充実 
重点 
取組み 

地域資源の活用の可能性 有 → ３ 地域資源を活かした産業の支援 要検討 
 

 
※ 【高齢化率】 「○」市街化調整区域の平均値より低い項目、「△」市街化調整区域の平均値より高い項目 
【医療･高齢者福祉･商業・基幹的公共交通】「○」徒歩圏人口カバー率の平均値を上回る項目（平均値と同じ場合を 

含む）、「△」徒歩圏人口カバー率の平均値を下回る項目、「×」徒歩圏人口カバー率が「０％」の項目 
【地域資源の活用の可能性】「大」豊富に存在し、活用の可能性が高い。「有」存在するが、活用には検討が 
  必要。 

 

②将来ビジョン 

②-1.交通環境の充実 

・生活者のニーズに応じた基幹的・補完公共交通の充実（路線の配置） 

・歩行者・自転車交通の安全性向上 
   

②-2.地域資源を活かした産業の支援 

   ・地域資源（観光、農業）を組み合わせて地域活力向上を推進します。 

 

 

   

  

・公共交通の充実や自転車が利用しやすい環境整備等を行うことで、更なる生活利便性の向上

を目指します。 

・古墳群等の歴史資源等の関連性や社会的ニーズ等を考慮し、実現性の高い地域振興策を検討

します。 

 

＜観光＞ 
【歴史資源】 

・古墳群 

・治田神社 

・仙命庵 

・妙楽寺 等 

  

  

 

・歴史資源をめぐるコースを活かした特産品等の販売 

・歴史資源にストーリー性を加えた魅力発信 

＜農水産業＞ 

 【特産品】 

  ・草津ブランド認証品 

草津メロン 

草津ホンモロコ 

草津あおばなと関連商品 等 

  

・地域振興 

 

事業化に向けての検討 

 

※事業化に向けての検討内容は、将来的に普及、拡大されることを期待したものです。地域の中で、今後議論の対象となる 

可能性のあるものを記載しています。 

 



 

－19－ 

＜志津学区＞ 
①まちづくりの方向性  

①-1.生活拠点の形成と交通環境の充実 

①-2.地域資源を活かした産業の支援 
 

 

 

地域の現状・課題に係る評価 
 

 

現状課題に関連する施策の柱と方向性 

高齢化率 ○ 

→ １ 生活拠点の形成  
医療 ○ 

高齢者福祉 ○ 

商業 △ 

基幹的公共交通 ○ → ２ 交通環境の充実 要検討 

地域資源の活用の可能性 大 → ３ 地域資源を活かした産業の支援 
重点 
取組み 

 
※ 【高齢化率】 「○」市街化調整区域の平均値より低い項目、「△」市街化調整区域の平均値より高い項目 
【医療･高齢者福祉･商業・基幹的公共交通】「○」徒歩圏人口カバー率の平均値を上回る項目（平均値と同じ場合を 

含む）、「△」徒歩圏人口カバー率の平均値を下回る項目、「×」徒歩圏人口カバー率が「０％」の項目 
【地域資源の活用の可能性】「大」豊富に存在し、活用の可能性が高い。「有」存在するが、活用には検討が 
  必要。 
 
 

②将来ビジョン 

②-1.交通環境の充実 

・基幹的公共交通と自転車等の乗り継ぎ利便性を高める交通拠点の形成 

・生活者のニーズに応じた補完公共交通の充実（路線の配置） 
   

②-2.地域資源を活かした産業の支援 
・地域資源（観光、農業）を組み合わせて地域活力向上を推進します。 

 

   

  

・公共交通の充実等を図ることで、更なる生活利便性の向上を目指します。 

・歴史資源や体験工房、ホンモロコの養殖やあおばな栽培地、クリーンセンターの余熱利用な

ど、地域資源の関連性や社会的ニーズ等を考慮し、実現性の高い地域振興策を検討します。 

＜観光＞ 
【場所】 

・ロクハ公園 等        

【歴史資源】 

・青地城址 等 

【体験工房】 

・草津焼窯元 等 

  

  

 

・ウォーキングイベント等を活かした特産品等

の販売 

・歴史資源にストーリー性を加えた魅力発信 

 
＜農水産業＞ 

 【特産品】 

  ・草津ブランド認証品 

草津メロン 

草津ホンモロコ 

草津あおばなと関連商品 等 

 【クリーンセンターの余熱利用】 

・余熱利用によるハウス栽培 等 

 ・農業･水産業の活性化 

・地域振興 

 

事業化に向けての検討 

※事業化に向けての検討内容は、将来的に普及、拡大されることを期待したものです。地域の中で、今後議論の対象となる 

可能性のあるものを記載しています。 

 



 

－20－ 

 

 

本計画の全体目標値、および計画の基本方針に示した３つの施策の柱に対応した目標値を以下の

とおり設定します。 

 

 

 

 

本計画は、20３９年度までを計画期間とする長期的な計画であるため、計画期間中は概ね５年を

目安に、社会経済情勢の変化や本計画に基づく取組みの進捗状況、先に示した目標値の達成状況な

どについて、調査・分析及び評価を行い、必要に応じて計画内容の見直しを行うといったＰＤＣＡ

サイクルによる進行管理を行います。 

 

全体目標値 

指 標 
従前値 

（2017(平成 29)年） 
目標値 

（2040 年） 

“総合的に住みやすいまちである” と
思う対象区域内に居住する市民の割合 
【市民意識調査】 

７３％ ９４％ 

施策の柱１   生活拠点の形成 

指 標 
従前値 

（2010(平成 22)年） 
目標値 

（2040 年） 

日常生活サービス施設（医療施設・高齢
者福祉施設・商業施設）の徒歩圏人口カ
バー率 

２２％ ４９％ 

施策の柱２   交通環境の充実 

指 標 
従前値 

（2017(平成 29)年） 
目標値 

（2040 年） 

“公共交通機関の便がよい”と思う対象
区域内に居住する市民の割合 
【市民意識調査】 

３３％ ５３％ 

施策の柱３   地域資源を活かした産業の支援 

指 標 
従前値 

（2017(平成 29)年） 
目標値 

（2040 年） 

“まちに誇れるもの(ブランド)がある”
と思う市民の割合 
【市民意識調査】※市全体 

２１％ ５７％ 

10．目標値の設定 

11．計画の評価 

 

 

本編 ｐ.64～65 

本編 ｐ.66 

ＰＤＣＡサイクル 改善 

Action 

実行 

Do 

計画 

Plan 
・計画の策定、見直し 

・計画の改定 

 

 

評価 

Check ・指標による評価 

・第三者評価 

 

 

・実施方針の見直し 

・方向性の修正等 

 

 

・施策、事業の実施 

 

 

草津市 

自己評価 

 

 

都市計画審議会 

第三者評価 

 

 

報告 

 

 

意見 

 

 

計画に関する自己評価 

施策評価 
計画に関する 

意見聴取 

 

 

〇自己評価または草津市都市計画審議会による第三者評価を行います。 



 

草津市版地域再生計画 概要版 

（2018年 10月） 

【連絡先】住所：〒525-8588 滋賀県草津市草津三丁⽬ 13 番 30 号 

TEL：077-561-2375 FAX：077-561-2486／E-mail：tokei@city.kusatsu.lg.jp 
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